
　
８
月
16
日
か
ら
19
日
ま
で
、
北
九

州
市
の
電
源
開
発
若
松
総
合
事
業
所

と
春
日
市
の
九
州
大
学
炭
素
素
材
国

際
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
を
石
川
明
美

議
員
と
と
も
に
視
察
し
て
き
ま
し

た
。

　
石
炭
火
力
発
電
所
は
二
酸
化
炭
素
を
排
出

し
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
。
一
般
的
に
は
こ

う
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
を
抑
制
す
る
新
た
な
発
電
方
式

を
開
発
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
電
源
開
発
若
松
総
合
事
業
所
で
は
、
石
炭
の
ガ
ス
化
複
合
発

電
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
高
温
・
高
圧
化
で
ガ
ス
化
し
て
燃

焼
効
率
を
高
め
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
と
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
併
用
し

ま
す
。
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
大
き
く
減
ら
せ
る
画
期
的
技

術
で
す
。
ま
た
、
石
炭
ガ
ス
か
ら
二
酸
化
炭
素
を
分
離
す
る
技

術
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
将
来
、
大
変
有
望
な
技
術
で

す
。

　
す
で
に
、
福
島
県
い
わ
き
市
で
は
別
の
方
式
で
、
さ
ら
に
大

型
の
ガ
ス
化
発
電
を
検
証
し
て
い
ま
す
。
電
源
開
発
も
広
島
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若松事業所のガス化炉

　
九
州
大
学
に
炭
素
資
源
国
際
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
炭
素

資
源
の
開
発
と
有
効
利
用
、
環
境
問

題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
の
研
究

と
人
材
育
成
な
ど
に
組
ん
で
い
ま

す
。
様
々
な
分
野
の
先
生
か
ら
お
話

を
伺
い
な
が
ら
、
石
炭
の
将
来
性
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

■
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
半
減
で

き
ま
す
。
発
電
段
階
で
の
低
減
技
術

次
第
で
す
。
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
燃
料
電
池
な
の
で
す

が
、
開
発
は
遅
れ
て
お
り
、
政
治
の
責
任
で
す
。
ガ
ス
化
に

限
っ
て
言
え
ば
、
日
本
の
技
術
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
か
な
り
高
額
の
プ
ラ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
こ
の

技
術
を
商
業
ベ
ー
ス
で
導
入
す
る
に
は
、
日
本
の
投
資
的
余

力
が
問
題
に
な
り
ま
す
。

　
釧
路
炭
鉱
の
石
炭
は
良
質
で
ガ
ス
化
に
向
い
た
石
炭
で

す
。

■
化
石
燃
料
の
可
採
埋
蔵
量
を
考
え
る
と
、
長
期
的
に
有
効

可
能
な
の
は
石
炭
で
す
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
将
来
は
主
役

で
す
が
、
当
面
は
石
炭
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ア
メ
リ
カ
・
中
国
な
ど
は
、
石
炭
は
自
給
が
可
能
な
の
に

輸
入
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
国
内
炭
を
備
蓄(

万
が
一
の
と

き
に
国
内
の
炭
鉱
で
石
炭
を
掘
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く)

た

め
で
す
。

　
石
油
・
天
然
ガ
ス
は
価
格
は
あ
が
る
一
方
で
あ
り
、
原
発

に
つ
い
て
は
万
が
一
の
リ
ス
ク
が
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。
日

本
の
石
炭
に
つ
い
て
、
ど
の
く
ら
い
の
投
資
を
す
れ
ば
採
炭

を
再
開
で
き
る
の
か
。
そ
う
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
す

べ
き
で
す
。
お
そ
ら
く
、
採
炭
が
始
ま
れ
ば
、
価
格
的
に
は

国
内
炭
は
採
算
ラ
イ
ン
に
乗
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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